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【事例１】生産部門におけるリユース活動 

事業所名  日立オートモティブシスムズ株式会社  

エンジン＆シャシー事業部  厚木事業所  

事業内容  自動車部品  設計開発・製造  

従業員数  2,450 名（2017 年 4 月 1 日現在）  

廃棄物データ  

 

産業廃棄物  発生量計：4,027.1t 

特別管理産業廃棄物  発生量計：2.92t 

※平成 28 年度実績  

 

１．事業所の概要 

日立オートモティブシスムズ株式会社の 

歴史は、１９３０年自動車電装品国産化進 

出に始まり、以来８０年上にわたり、自動 

車機器事業を展開してまいりました。 

 その歴史の中で厚木事業所は、１９４４ 

年１１月に日産自動車横浜工場の疎開工場 

として生産を開始、後に、厚木自動車部品 

株式会社として設立し、合併分社の変遷を 

経て、現在に至っております。 

 

事業所主要製品 

・ピストン 

・可変バルブリフト機構 

・バルブタイミング 

コントロールシステム 

・アンチロックブレーキシステム 

・バランサー 

 

沿革 

１９４４年 日産自動車横浜工場の疎開工場として生産を開始 

１９５６年 厚木自動車部品（株）として設立 

１９８９年 （株）アツギユニシアに名称変更 

１９９３年 日本電子機器（株）と合併 （株）ユニシアジェックスに名称変更 

１９９８年 環境マネジメントシステムＩＳＯ１４００１認証取得（事業所） 

２００２年 日立完全子会社化 （株）日立ユニシアオートモティブに名称変更  

２００４年 （株）日立製作所、トキコ（株）と３社合併 

（株）日立製作所 オートモティブシステムグループ 

２００９年 （株）日立製作所より分社 日立オートモティブシステムズ（株） 

２０１７年 環境マネジメントシステムＩＳＯ１４００１認証取得（全社統合） 

 

 

 

厚木事業所 第一地区 

厚木事業所 第二地区 
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２．環境への取組概要 

“私たちは「人・クルマ社会」に新な価値を創造し、豊かな社会の実現に貢献しま

す”を企業の理念に掲げ､世界から最も信頼されるグローバル企業をめざしております。 

環境経営もその一環として包含し、将来に亘る地球環境への配慮、地域社会と協創

を示すものとして「日立オートモティブシスムズグループ環境方針」のもと環境活動

に取り組んでいます。 
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３．取組事例（１） 

「水溶性切削油のクリ－ニングによる再利用」 

水溶性切削油は使用により劣化、腐敗（異臭発生）の進行が避けられない為、半年か

ら１年半の周期で切削液を廃棄し新液と交換していたものを、クリーニングシステム

を独自に考案・構築し、『エンドレスで使い切る再生』に取り組んだ結果、水溶性切削

油の廃棄を無くすことが実現しました。 

1）遠心分離機を(移動式で)使用し水溶性切削油クリーニングの実施 

 

＜課題＞ 

移動式によるトライアル結果は良好であり、効果は確認できましたが、水平展

開を実施したラインによっては、タンク内周辺に付着している油分やカビ等が取

りきれず後から、徐々にタンク液内に分散し浮上してくるという現象が発生した

ため、切削液が清浄化になるための時間を要することとなった。 

2）遠心分離機(固定式)によるクーラント クリーニングシステムの構築 

抜き取った回収切削液をタンクに移送し暫く放置する事により、混入油が浮上油

となって回収し易い状態となり、その時点で遠心分離機を使用しクリーニングを開

始する事で短時間に処理する事が可能となった。 

 

3）取組の成果 

 廃棄していた２０１２年度と比較し２０１５年度においては年間４１６ｔの再利用

により、廃液処理及び切削油購入の費用を合わせ約８９０万円の削減が図れました。 

混入油回収後のポリタンク

クーラントタンク
クリーニング前

サンプリング液
クリーニング前

遠心分離機で作業中(移動式) 不純物除去作業

クーラントタンク
クリーニング後

サンプリング液
クリーニング前

①
ﾗｲﾝより回収し
た液を回収液
タンクNo1にﾎﾟﾝ

ﾌﾟで送る

（1 ,000Ｌ）

②

遠心分離機を

スタートさせ回

収タンクより液

を吸い上げる

③
遠心分離装置
できれいに
なったｸｰﾗﾝﾄ
をﾀﾝｸNo3へ

④
補給用ﾄﾞﾗﾑよ
りｸｰﾗﾝﾄ原液と
水を補給し攪
拌させる。（濃
度、ＰＨ、硬度
を測定）

⑤
「ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ後ﾀ
ﾝｸ」に移送

その後現場へ
補給

ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ前
（ﾗｲﾝより回収） 回収液

ﾀﾝｸNo.1
回収液
ﾀﾝｸNo.2

ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ後 ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ後

ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ後
（ﾗｲﾝへ戻
す）

遠心分
離
装置

① ②
③

④ｸｰﾗﾝﾄ原液補
給

⑤

水
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４．取組事例（２） 

「アルミピストン切粉再溶解炉の導入による切削加工金属屑の・再利用」 

 アルミピストンの生産の切削加工工程に於いて発生する切粉を従来、すべて廃棄し

ていましたが、この切粉を再度溶解し原材料として再利用することにより、廃棄をゼ

ロとし、又、材料（バージン材）の購入費用の低減につなげることが出来ました。 

1）ピストン加工工程 

 

2）再溶解工程 

 ①遠心分離：切削加工工程で付着している切削液の除去 

 ②ロータリーキルン：切粉の乾燥 

 ③切粉溶解装置･切粉溶解炉：切粉の溶解 

 ④前炉：急速溶解炉（バージン材）との溶解金属を混合 

 

3）取組の成果 

 アルミ溶解（能力：２００４年度３５０ｋｇ／Ｈ→２０１５年度５００ｋｇ／Ｈ）

により、未設置状態と比較し２０１６年においては年間８９０ｔのアルミ切粉の排出

とアルミ購入の削減が図れました。 

 

５．課題と今後の取組 

従来からのリサイクルに加え、リユースの取組を進めて参りましたが、廃棄物発生

の根源である材料を減量すべく、加工の少ない設計により加工金属屑や切削液の減

量、更には加工エネルギーの低減に繋がる取組を推進してまいります。 
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対象工程

急速溶解炉

前炉

切粉溶解装置
(スターラー) 切粉溶解炉

ﾛｰﾀﾘｰｷﾙﾝ

再燃焼炉

ﾊﾞｸﾞﾌｨﾙﾀｰ集塵機

貯留ﾎｯﾊﾟｰ

材料ﾎｯﾊﾟｰ

切り出しﾎｯﾊﾟｰ
遠心分離器

① ②


